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西日本鉄道株式会社 
https://www.nishitetsu.jp/ 

CIC（ケンブリッジ・イノベーション・センター） 
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西鉄と CICは (仮称)新福岡ビルに 

イノベーションキャンパスを創設するための 

検討に着手します 
～世界トップクラスのイノベーションキャンパスを福岡に～ 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 西日本鉄道㈱と CIC（ケンブリッジ・イノベーション・センター 本社：米国マサチューセッツ州ケンブリッジ

市、創設者・CEO：ティム・ロウ）は共同して、2025 年春に開業を予定している（仮称）新福岡ビルに、イノ

ベーションキャンパス※を創設するための検討に着手いたします。 
 

● CIC は、スタートアップの成長を加速する豊富なリソースやコミュニティと、フレキシブルに働けるオフィス

スペースを提供する世界トップクラスのイノベーションキャンパスの運営者です。CIC イノベーションキャン

パスは、世界 4 ヵ国・8 都市において、9 万㎡以上に及ぶフレキシブルオフィススペースを運営しており、

1999 年の創業以来、世界中で 8,300 を超える企業が入居してきました。1999 年から 2021 年にかけ

て、CIC 入居企業がベンチャーキャピタル等から調達した資金は約 137 億ドル（約 1.9 兆円）に上りま

す。この並外れたスタートアップを成長させる力を日本にも呼び込むべく、2020 年 10 月にアジアで初と

なる「CIC Tokyo」を開設しました。（仮称）新福岡ビルへの開設が実現すれば、アジアでの 2拠点目の施

設となります。 
 

● （仮称）新福岡ビルは、“創造交差点 meets different ideas”をコンセプトに、多様性と偶発性に満ち、新

たなビジネスや文化を生み出す、オフィス・商業・ホテル等の大型複合ビルです。 
 

● 当イノベーションキャンパスは、創造交差点の象徴として、本ビル内のさまざまな機能をゆるやかにつな

げ、組織の枠を超えたコミュニケーションを誘発する 7 階のスカイロビーエリアに位置します。イノベーショ

ンキャンパスの施設構成としては、24 時間 365 日利用可能な、プライベートオフィスやコワーキングスペ

ース、会議室、アメニティスペース（キッチンスペース・授乳室・仮眠室など）を計画しています。 
 

● 当イノベーションキャンパスは、国家戦略特区「福岡市グローバル創業・雇用創出特区」に指定されスタ

ートアップ企業が集積する土壌を活かし、誰もが参加できるイノベーション創出プログラムを定期的に開

催することで、イノベーター同士の交流を促進し、さらなるイノベーションの創出を推進します。また、福岡

というアジアに近接する立地を活かし、九州・アジアのイノベーションハブとしての機能を果たし、アジアの

拠点都市・福岡の実現に貢献いたします。 
 
 

● 政府は“経済財政運営と改革の基本方針 2022”の“新しい資本主義に向けた改革”において“大規模な

スタートアップの創出（5年で10倍増）”を掲げており、スタートアップ担当相の新設を表明するなど、政策

展開を加速させております。CIC という世界トップクラスのイノベーションキャンパスの運営者を迎えること

で、（仮称）新福岡ビルが“いつも何か新しいアイデアに出会え、創造を生み出す場”として、スタートアッ

プや、国内外のさまざまな企業、投資家、学術機関、公的機関等が集積し、新たなビジネスやイノベーシ

ョンの創出を促すことで、九州・アジアの成長をけん引してまいります。 

 
※イノベーションキャンパス・・・創造性をかきたてる設備やアメニティ、仕事をするために必要なインフラや設備がすべて整い、

多種多様な業界から多くのイノベーターや企業が集積する大規模施設 

（ティム・ロウ CICの創設者・CEOによる定義） 
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■ イノベーションキャンパスの概要                                        
 

スタートアップを中心に、国内外のさまざまな企業、ベンチャーキャピタル、大学・研究機関、政府・自治体

機関、弁護士等のプロフェッショナルファーム等が集積する施設 
 

【名 称】 （仮称）CIC Innovation Campus Fukuoka 
 

【施 設 構 成】 （仮称）新福岡ビル 7階 

 ・プライベートオフィス 

 ・コワーキングスペース 

 ・会議室 

 ・アメニティスペース（キッチンスペース・授乳室・仮眠室など） 
 

【面 積】 約 3,500㎡ 
 

【施設イメージ】 
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■ CIC（Cambridge Innovation Center）の概要                                    
 

起業家やスタートアップの成長をサポートするイノベーションキャンパスを世界展開するグローバルリーダー 
 

【創 立】 1999年 
 

【従 業 員 数】 200名以上 
 

【代 表 者】 創設者・CEO ティム・ロウ 
 

【本社所在地】 米国マサチューセッツ州ケンブリッジ市 
 

【事 業 所 数】 CIC イノベーションキャンパス拠点 ：世界 4 ヵ国・8都市 

          イノベーション創出プログラム提供拠点 ：世界 6 ヵ国・15都市 
 

【事 業 内 容】 イノベーションキャンパスの運営 

現在は、スタートアップを中心としたイノベーションに関心を持つ企業が全世界で 2,200 社

以上のクライアントがCICに入居しており、1999年の創設以来CICを利用して成長した企

業は 8,300社に及んでいます。また、1999 年から 2021 年にかけて CIC 入居企業（グル

ープ会社を含む）がベンチャーキャピタル等から調達した資金は、合計約 137 億ドル（約

1.9 兆円）で、2001 年以降に公表されている入居企業の企業価値は、78 億ドル(約 1 兆

円)を超えています。 

 

■グローバルネットワーク 

 
●CIC イノベーションキャンパス ・・・ CICがオフィスとコワーキングスペースを構える拠点 

●CIC イノベーションキャンパス+LABS ・・・ CIC イノベーションキャンパスとシェアラボ施設がある拠点 

■VENTURE CAFÉ  ・・・ イノベーション創出プログラム拠点 

 

■ イノベーション創出プログラムの概要                                    
 

2009 年に創設された CIC のイノベーション創出プログラムは、世界の 15 の都市で起業家、科学者、投資

家、その他イノベーターたちが集まるスタートアップ向けイベントを定期的に開催しています。このうち 11の都

市では毎週という高頻度で開催しており、このイベントの目的は、起業家やビジネス創設者と彼らを支援する

協業者チームのコミュニティを構築し、ビジネスの形成と成長を通じて地域の経済発展を推進していくことで

す。この目的を達成するために、このエコシステムに参加する全ての人たちを引き付けるようなネットワーキ

ング、メンタリング、教育プログラムが組み合わされて提供されています。2009 年以来、プログラムは、世界

中で合計55万人を超えるイノベーター、クリエイター、開発者、市民オピニオンリーダーが参加し、起業家や

イノベーターのグローバルコミュニティを構築してきました。このコミュニティでは、人的、社会的、経済的、知

的支援および公的補助スキームなどを通じて、様々なリソースへのアクセスが可能となります。また、生み

出されるビジネスは、ハイテクイノベーションからローテクサービスまで多岐にわたります。 
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■ CIC・西鉄代表者メッセージ                                            
 

＜CIC創設者・CEO ティム・ロウ＞ 

 

CIC が福岡に魅せられた理由として、非常に起業家精神にあふれた都市として

知られていることと、日本と他のアジア地域の架け橋としての役割を果たしている

こと、そして、日本国外の9カ国37都市と直行便で結ばれ非常に国際色豊かな

人口を抱えていることが挙げられます。 

また、福岡に拠点を置く九州大学は、最先端の技術開発でも知られています。

その中で、この福岡に深く根差された企業である西日本鉄道と連携することは理

想的であると考えました。同社はこの地域最大の私鉄・まちづくり企業であり、現

在の「福岡」を形作られた企業とも言えます。 

今回のプロジェクトの中心となるのは同社の本社ビルの入っていたメモリアルなビ

ルの再開発です。鉄道ネットワークの中心にあたる福岡（天神）駅に位置し、世

界トップクラスの設計事務所が外装デザインを担い、新たな時代の働き方やワー

クプレースに対する考え方やコンセプトが採用されるとのことです。 

今回のプロジェクトにおいて、イノベーション推進をミッションに掲げる CIC を運営

パートナーとして協業を検討いただいていることを大変光栄に思います。 

 

 

 

＜CIC Japan会長 梅澤高明＞ 
 

福岡は、日本のスタートアップ業界にとって欠かせない都市です。 

九州大学をはじめ、多数の大学を擁し、学生・研究者が多く、先端的な技術開

発力を有する都市です。人口は増加しており、従来の働き方に囚われない自由

な発想をもつ若い世代も多く有します。 

（仮称）新福岡ビルは地下鉄天神駅直結・西鉄福岡（天神）駅徒歩 2分という立

地にあり、そして何より「創造交差点を作る」というコンセプトに強く共感し、この度

の西日本鉄道との検討を開始させていただくことと致しました。 

起業家精神旺盛な福岡が日本とアジアのイノベーションエコシステムの架け橋と

なること、そしてCICがその実現に大きな役割を果たせることを確信しています。 

 

 

 

＜西日本鉄道株式会社 代表取締役社長執行役員 林田浩一＞ 
 

世界トップクラスのイノベーションキャンパスを運営されている CIC を運営パート

ナーとしてお迎えすることで、（仮称）新福岡ビルが目指す“いつも何か新しいアイ

デアに出会え、創造を生み出す場”という「創造交差点」を実現することができる

と確信しております。 

加えて、CIC が提供するイノベーション創出支援プログラムやグローバルなネット

ワークなどを活用させていただくとともに、福岡というアジアに近接する立地や国

家戦略特区「グローバル創業・雇用創出特区」に指定されている土壌を活かし、

天神と九州・アジア・世界がつなげるイノベーションのエコシステムが形成される

ことを期待しております。 

当イノベーションキャンパスがイノベーターに最高の環境を提供し、新たなビジネ

スやイノベーションの創出を促すことで、九州・アジアの成長をけん引していきた

いと考えております。 
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（参考） CICのヒストリー                                                  
 

 
 

イノベーションキャンパスを運営する CICは、世界を変える学際的なコラボレーションとして有名な MIT メデ

ィアラボに触発されて、1999年にMIT卒業生のグループによって立ち上げられました。CICが創りたかった

のは、トップクラスの起業家たちと大企業の新規イノベーション事業に満ち溢れた大きな一つの施設です。

科学者や、プログラマー、エンジニア、ベンチャー投資家たち一か所に集まると、そこには魔法の効果が生ま

れます。アイデアが次から次へと溢れ出て、新しいビジネスは急速に成長します。 
 

CICの目標は、イノベーションを通してこの世界をより良き世界へと変えていくことです。地球温暖化や食糧

安全保障や健康など、世界の主要な問題を解決することができる新しい技術やアイデアを、いち早く実用化

させ、世界に広めていくために、イノベーションキャンパスをつくりました。Google Android と Hubspotは、

CIC初期にCICから生まれ大きな成功を遂げた 2つの代表的な企業です。グローバル組織であるビル＆メ

リンダゲイツ財団は、CICをホームと呼んでいます。  
 

2020年に竣工した、東京の大手不動産デベロッパーである森ビル株式会社が管理運営する「虎ノ門ヒルズ 

ビジネスタワー」に、日本で最初のイノベーションキャンパス「CIC Tokyo」を開業しました。 

今日、200を超えるイノベーティブな企業が CIC Tokyoに入居しています。日本のスタートアップを支援す

るために CIC Tokyoの中に作られたスターアップ向けのプライベートオフィスはほぼ満室です。また、 今年

の 2月には、岸田首相がCIC Tokyo を訪問し、2022年を「スタートアップ創出元年」とし、官民を挙げての

スタートアップ支援強化を表明しました。 
 

 
 

今日までに、CIC イノベーションキャンパスは、アメリカ、ヨーロッパ、アジアの主要都市に拠点を構え、これま

でに 8,000社以上の企業が CICキャンパスや関連ラボ施設でビジネスを開始しました。それらのスタートア

ップ企業が調達した資金は 137億ドルに上ります。そして、（仮称）新福岡ビルに検討されている新しい拠点

は、実現すれば、CICのアジアで 2番目のキャンパスになります。 



 

6 

 

（参考） CIC Tokyoの概要                                                   
 

【開 業】 2020年 10月 
 

【所 在 地】 東京都港区虎ノ門 1-17-1 虎ノ門ヒルズビジネスタワー 15階・16階 
 

【事業内容】 250社以上が入居可能な日本最大級のスタートアップ集積拠点。年間 200を超える 

イノベーション関係のイベントやプログラムが実施されており、国内外のイノベーション企業 

が集っている。 
 

【webページ】 https://jp.cic.com/ 

 

 

（参考） 福ビル街区建替プロジェクト開発コンセプト                                                                        
  

『創造交差点 meets different ideas』 
 

天神に「創造交差点」をつくろう。 

新しい福ビルは、訪れる人々を常にワクワク･ドキドキさせる 

新しい価値を生み出し続ける場所にしよう。 
 

＜目指していく創造交差点の方向性＞ 

「アジアと福岡・九州の創造交差点」 

アジアゲートウェイ、九州一の商業エリアの特徴を活かして、ヒト、モノ、情報が交じり合う 

「働きと暮らしの創造交差点」 

職住近接のコンパクトシティの特徴を活かして、ヒト、モノ、情報が交じり合う 

▼ 

常に新しいビジネスと文化を生み出している 

▼ 

福岡天神を「来街者とワーカーが自ら主体となって創造と文化を楽しむまち」に 

 

【ビルコンセプトイメージ】  
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19F ホテル

18F

17F

16F

15F

14F

13F

12F

11F

10F

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F （B2～4F）

B1F

B2F

B3F

B4F

駐車場

（B3～B4F）

設備フロア（5F）

商業

スカイロビー（6～7F）

イノベーションキャンパス

（18～19F）

オフィス

（8～17F）

（参考） 建物概要                                                         
 

【事 業 名 称】 福ビル街区建替プロジェクト 
 

【所 在 地】 福岡市中央区天神一丁目 11番 
 

【敷 地 面 積】 約 8,600㎡（約 2,600坪） 
 

【延 床 面 積】 約 147,000㎡（約 44,000坪） 
 

【階 数】 地上 19階、塔屋 1階、地下 4階 
 

【建 物 高 さ】 約 97m 
 

【設 計 者】 基本設計 株式会社日建設計  

実施設計 鹿島建設株式会社 
 

【外装デザイン】 Kohn Pedersen Fox Associates（KPF） 

   ※スカイロビー、オフィス共用部、1階共用部の内装デザインも担当 
 

【商業内装デザイン】 株式会社乃村工藝社 

 

【ホテル内装デザイン】 株式会社 NAP建築設計事務所 
 

【施 工 者】 鹿島・安藤ハザマ・松本・西鉄建設 特定建設工事共同企業体 
 

【用 途】 オフィス、商業、ホテル、カンファレンス  
 

【建物外観イメージ（天神交差点付近より）】        【フロア構成イメージ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考） スケジュール                                                    
 

【新築工事着工】 2021年 12月 
 

【竣 工】 2024年 12月（予定） 
 

【開 業】 2025年春（予定） 
 
 

（参考） 福ビル街区建替プロジェクトのこれまでの動き                                                    
 

2018年 8月 第 1期事業の建替計画を決定 
 

2019年 11月 福ビル街区（福ビル・天神コアビル・天神第一名店ビルを含む街区）街区全体での 

同時開発を決定 
 

2020年 11月 「感染症対応シティ」に向けた安全・安心なビルへ計画変更 
 

2021年 4月 「DBJ Green Building 認証」のプラン認証最高位ランクを取得 
 

2021年 12月 ホテル概要および運営パートナー（㈱Plan・Do・See）決定 
 

2022年 6月 「LEED」ゴールド予備認証を取得 
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（参考） SDGｓへの貢献                                                       

 当社では、本リリースの取り組みを通して、以下の SDGsの目標に貢献してまいります。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、西鉄お客さまセンター(℡：0570-00-1010)まで 
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Nishitetsu and CIC will Collaborate to Explore 
Creation of New Innovation Campus  

in Shin-Fukuoka Building 
 

～A Large World-Class Innovation Campus in Fukuoka～ 
 

Nishitetsu Group, (Nishi-Nippon Railroad Co., Ltd., headquartered in Fukuoka, Japan, President 
and CEO: Koichi Hayashida) and CIC (Cambridge Innovation Center, headquartered in 
Cambridge MA, USA, Founder and CEO: Tim Rowe) will collaborate to explore the creation of 
a new Innovation Campus1 at the tentatively named Shin-Fukuoka Building, which is expected 
to open in the Spring of 2025.  
 

CIC is a global leader in building and operating innovation campuses, managing over 90,000 
square meters of flexible space in 8 major cities in 4 countries. CIC's Innovation Campuses are 
designed to bring together entrepreneurs and startups from many different industries, providing 
them with modern, beautifully designed workspaces that inspire and foster impactful 
collaboration, as well as access to the network and resources they need to grow and succeed. 
Since its founding in 1999, CIC Innovation Campuses have been occupied by more than 8,300 
innovative companies worldwide. Collectively, CIC’s resident innovation companies have raised 
a total of $13.7 billion in VC funds from 1999 - 2021 and have produced more than $7.8 billion 
in publicly-disclosed exit value since 2001. Building off this exceptional momentum, in October 
2020, CIC opened CIC in Tokyo, its first innovation campus in Asia. This contemplated new 
location at Shin-Fukuoka Building will become CIC’s second campus in Asia.  
 
Our mutual vision is to make this Innovation Campus function as a new global innovation hub in 
Kyushu, and in Asia. Members of the new center would benefit from Fukuoka’s ideal location in 
close proximity to the Asian continent, and its 2014 designation as the National Strategic Special 
Zone for promoting and supporting global entrepreneurs and employment.  
 
The Innovation Campus would include private offices, coworking spaces, and meeting rooms 
with a variety of amenities such as kitchens/café, a nursing room, nap room, and more - all 
accessible and available to members 24/7. Furthermore, the Center will foster an open and 
inclusive community by hosting networking events on a regular basis designed to promote 
interactions between startups and innovators that may generate innovative business 
opportunities.  
 
The Shin-Fukuoka Building will be a large-scale, multipurpose building consisting of office, retail, 
and hotel space, that align with the central concept of intersection of diversity and serendipity 
that generates creative new business and culture. Working with CIC, Nishitetsu’s aim is to make 
the Shin-Fukuoka Building become a true Intersection of Creation, a place that inspires and 
generates new ideas. As a symbol of the Intersection of Creation, this Innovation Campus will 
be in the centrally located sky lobby of the building and help to generate cross-organizational 
relationships and synergies. 

                                                      
1 Innovation Campus: The idea is a large center filled with lots of entrepreneurs from many different 
industries, and all the infrastructure, including the amenities and facilities to stimulate their creativity 
and help them accomplish their work. (Definition by Tim Rowe, Founder and CEO of CIC) 
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It is hoped that startup companies, Japanese and multinational corporations, venture capitals, 
academia, and public institutions will all come together at this Innovation Campus and become 
an innovation ecosystem that connects Tenjin to Kyushu, Asia, and the world.  
 

CIC Founder and CEO, Tim Rowe, commented: 
“CIC is attracted to Fukuoka because it is known as a very entrepreneurial city, and because 
of its unlikely role as a bridge between Japan and the rest of Asia. Fukuoka has direct flight 
connections to 37 cities in 9 countries outside of Japan, and a very international population. 
Kyushu University, based there, is also known for developing world class technology. 
 
“In choosing to work with Nishitetsu, we selected a partner with deep roots in Fukuoka. As the 
main private rail transportation operator in the region, Nishitetsu can be said to have shaped 
Fukuoka as it is today. The focus of our work is Nishitetsu's new headquarters building being 
constructed at the very center of its rail network--which also places it at the very center of 
Fukuoka making it, we believe, the best-located building in the region. The building itself is 
being designed by top global architects and reflects the very latest thinking in modern 
workspaces. We are honored to be considered as an operating partner in this unparalleled 
location." 
 

CIC Japan Chairperson, Takaaki Umezawa, added: 
“Fukuoka is an essential city for the startup industry in Japan. It is home to Kyushu University, 
and hosts some of the world's cutting-edge technological innovations. It has a growing, 
relatively young population with free ideas who are not bound by conventional ways of 
working. It is a cosmopolitan city with direct flights to various global cities. The Shin-Fukuoka 
Building (tentative name) is located a 3-minute walk from Fukuoka (Tenjin) Station, and above 
all, we strongly agree with the concept of "creating a creative intersection" and have decided 
to begin discussions with Nishitetsu. CIC is confident that Fukuoka City - with its strong 
entrepreneurial spirit- will become a hub that serves as a bridge between innovation 
ecosystems in Japan and Asia, and that CIC can make a great contribution to the goal.” 
 

President and CEO, Nishitetsu Group, Koichi Hayashida, said: 
“We are confident that having CIC, which operates world-class Innovation Campuses, as our 
operating partner will enable us to realize the creative intersection that the Shin-Fukuoka 
Building aims to become, a place where people can always encounter new ideas and create 
something new. By leveraging CIC's innovation promotion programs and global network, as 
well as Fukuoka's proximity to Asia and its designation as a special zone for global startups 
and job creation under the National Strategic Zone, we hope to create an innovation 
ecosystem that connects Tenjin, Kyushu, Asia, and the world. It is our hope that this 
Innovation Campus will provide the best environment for innovators and encourage the 
creation of new business and innovation, thereby driving the growth of Fukuoka.” 
 

-Ends- 
 

Contact details 
For any questions and inquiries please contact : 
 
Nishitetsu: Noguchi and Shiiba, PR, Customer Satisfaction Dept at Nishitetsu (092-734-5591) 
 
CIC Tokyo: Diallo (+81 70 3845 9682) and Hayden (+81 70 2492 0463), PR on behalf of CIC, 
FGS Global   
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APPENDIX: 
 

■ About Nishitetsu Group 

Nishitetsu Group, headquartered in Fukuoka, Kyushu, is made up of 85 companies, including 
Nishi-Nippon Railroad Co., Ltd. as its core business, and one incorporated educational 
institution. The Group’s operations cover a range of fields, from transportation and real estate 
to distribution, international logistics and hotels. Learn more at: https://www.nishitetsu.co.jp/en/ 
 

■ About CIC (Cambridge Innovation Center) 

CIC is a global leader in building and operating Innovation campuses that support the growth 
of entrepreneurs and startups. Founded in 1999 with a single location in Kendall Square, the 
company now operates more than 90 thousand square meters of shared workspace, wet labs, 
and event space in the US, Europe, and Asia. Its collaborative work environments support 
thousands of individuals in the for-profit and nonprofit sectors who are focused on innovating 
solutions to local and global problems.  
  
Guided by the belief that stronger innovation ecosystems help to propel economic 
development and social impact, CIC has cofounded several mission-aligned organizations 
including Venture Café, the premier networking organization for entrepreneurs, and CIC 
Health, which has provided COVID-19 testing and vaccination services to millions of 
individuals, schools, and organizations in the United States. Learn more at: cic.com.  
 

■ Key Facts about CIC 

Founded:         1999 
Employees:       Over 200 
Representative:   Tim Rowe, Founder and CEO 
Headquarter:     Cambridge, Massachusetts, USA 
Global presence:   CIC Innovation Campus: 8 cities in 4 countries 
Innovation Generating Program:  15 cities in 6 countries 
Business lines:     Operation of Innovation Campuses 
   CIC currently hosts in more than 2,200 active companies 

worldwide and has welcomed more welcomed more than 
8,300 companies to its various locations since its founding in 
1999. Collectively, CIC’s clients and their affiliates have raised 
a total of $13.7 billion in VC funds from 1999-2021, and more 
than $7.8 billion in publicly disclosed exit value since 2001.  
       

   In 2020, CIC opened their newest location in the Toranomon 
Hills Business Tower in Tokyo, currently home to 250 start-
ups, VCs, and other organizations. Since its opening, the 
Tokyo campus has hosted over 200 events, gathering 
innovators from all over the world. Visit https://jp.cic.com to 
learn more.  

 

  

https://www.nishitetsu.co.jp/en/
https://urldefense.com/v3/__https:/cic.com__;!!KZXpRQ!UoAcbBkqgHERA3IgzBPIztdSLIgkfxwkmHwHPkDmAwVeldSlESQpA0606Cw1LS2gnLezUqarr6M2zq5vdAAIjLzm_yHIurw$
https://jp.cic.com/
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■ CIC History  
 

CIC (founded in 1999) creates and operates innovation campuses. Inspired by the famous 
MIT Media Lab, known for world-changing interdisciplinary collaboration, CIC was launched by 
a group of MIT graduates who wanted to create a single, large building full of top startups and 
innovation projects of larger companies. By bringing together scientists, programmers, 
engineers, and venture investors in one place, there is a magical effect created, where ideas 
flow fast and new businesses grow quickly.  
 
CIC’s goal is to fix the world through innovation, by speeding the arrival of new technological 
ideas that can solve the world’s major problems, such as global warming, food security, and 
health. Google Android and Hubspot are two of the early big successes that came out of CIC, 
and leading global organizations such as the Bill and Melinda Gates Foundation have called 
CIC home. 
 
In 2020, a group of Japanese and American graduates of MIT worked together to launch the 
first innovation campus in Japan. Japan’s Mori Building agreed to locate it in their new 
Toranomon Business Tower. Today over 200 innovative companies are located there, and 
CIC Tokyo is nearly sold out of the small offices it built to support Japanese startups. Earlier 
this year, Japanese Prime Minister Kishida visited CIC Tokyo to announce his plan to rapidly 
increase innovation in Japan.  
 
Today's CIC innovation campuses can be found in major cities in the US, Europe, and Asia. 
More than 8,000 companies have gotten their start at CIC campuses and associated 
laboratories, and these companies have raised $13.7 billion dollars in investment. 
 
This contemplated new location at Shin-Fukuoka Building will become CIC’s second campus 
in Asia.  
 

■ CIC Global Network 

 
   CIC Innovation Campus   CIC’s office and coworking space 

   CIC Labs     CIC locations with shared & private wet lab facilities 

・Venture Café  Innovation generating program 
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■ Overview of Planned Innovation Campus 

Establish an Innovation Campus that includes startup companies, Japanese and multinational 
corporations, venture capitals, universities, research institutes, governmental agencies, local 
governmental institutions, professionals and so on. 

 
Proposed Name: CIC Innovation Campus Fukuoka 

Location:    7th floor of the Shin Fukuoka Building (tentative name) 
Facilities:    Private Office, Coworking space, meeting rooms, amenities (kitchen/café, 

nursing room, nap room, game room, and so on) 
Area:       Approx. 3,500 sqm 
 

■ Façade Image (view from Tenjin crossing) 
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■ Building floor stack plan image 

 

 
 
 

■ Project Concept Image 
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■ Facility Image 

 

 
 
 

■ Outline of Innovation Generating Program 

Founded by CIC in 2009, the Venture Cafe Global Institute (VCGI) is an international 
organization that convenes regular weekly gatherings of entrepreneurs, scientists, investors, 
and other innovators in eleven cities around the world. The objective of the weekly gatherings 
is to build a community of business founders and teams that drives regional economic 
development through business formation and growth. The weekly gatherings strive to achieve 
this objective by using a mixture of networking, mentoring, and educational programming that 
engages participants across the ecosystem. Since 2009, this program has convened in total 
over 550,000 innovators, creatives, developers, and civic-minded leaders around the world, 
building a global community of entrepreneurs and innovators that provides open access to 
capital in a multitude of ways: human, social, economic, intellectual, and political capital. The 
sectors serviced and businesses formed range from high tech innovations to less tech enabled 
services.  

 

■ Development Concept of Shin Fukuoka Building (tentative name) 

“Intersection of Creation” where different ideas come together 
Let us build a new “Intersection of Creation” in Tenjin, Fukuoka, 
Shin-Fukuoka Building, where all the visitors will experience WOW moments, 
A place where people will keep generating new values. 
 
<Main Direction> 

“Intersection of Asia, Fukuoka, Kyushu, and World” 

A gateway to the Asian Continent, the largest commercial district in Kyushu Island where 
people, goods and information can gather and mingle 
 
“Intersection of Work and Life” 

A compact city where business the district and residential district are close to one another  
Thereby people, goods and information can gather and mingle 
 
A place where new business and new culture are generated everyday 
Let’s make Tenjin, Fukuoka, a city where the visitors and workers enjoy creation and culture 
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■  Building Information 
Project Name:      Fukuoka Building District Redevelopment Project 
Location:              1-11, Tenjin, Chuo-ku, Fukuoka city, Fukuoka, Japan 
Gross site area:   Approx. 8,600 sqm (Approx. 2,600 tsubo) 
Gross floor area:  Approx. 147,000 sqm (Approx. 44,000 tsubo) 

Structure:    19 stories above ground with annex 1 story, and basement 4 stories 

Building height:     Approx. 97 meters 
Designed:              Base design by Nikken Sekkei 

Final design by Kajima 
                               Façade design by Kohn Pedersen Fox Associates (KPF)  
                               Retail interior design by Nomura Kogei 
                               Hotel interior design by NAP 
Construction:         Joint venture by Kajima, Ando/Hazama, Matsumoto, and Nishitetsu 
Purpose:                Office, Retail, Hotel, Conference 
 
■  Schedule 

Commencement of Construction:  December 2021 
Building Completion:             December 2024 
Grand Opening:                 Spring 2025 
 
■  Shin Fukuoka Building Redevelopment Project: Milestones 

Aug. 2018    1st phase of this redevelopment project was determined 
 

Nov. 2019    Simultaneous redevelopment of this Fukuoka Building District  
(The entire district (block) including Fukuoka Building, Tenjin Core Building,  
Tenjin Dai-ichi Meiten Building) was determined 

 

Nov. 2020    Project plan was adjusted to meet the COVID measures 
 

Apr. 2021     Obtained the highest rank of DBJ Green Building Certificate 
Dec. 2021    Hotel plan and Project Partners were determined  
 

May. 2022    Kyudenko Corporation decided to become the first tenant of the building 
Jun. 2022    Obtained preliminary Gold Certificate of LEED 
 

 
■  Sustainable Development Goals 

 Through this project, we will contribute to the following SDGs. 

 
 
 
 
 
 
 

 


